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ＴＳＭＣの熊本進出には賛否両論
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本日話したいこと
➢水俣病の経験をＴＳＭＣの熊本進出に関する環境問題
に活かすべきである

➢ＴＳＭＣの熊本進出によって、地下水のくみ上げ量が
増加するので、地下水の涵養が必要となる

➢ＴＳＭＣの工場排水は熊本北部浄化センターから、坪
井川を経由して、有明海に放流されるので、ただちに
地下水汚染を引き起こすわけではない

➢ＴＳＭＣで使用される化学物質の種類や量などは極力
情報公開させ、注視する必要がある

➢ＴＳＭＣの第二工場や関連企業の進出による地下水く
み上げ量の増加、工場排水の処理が可能かどうか、見
極める必要がある

➢さらに、産業廃棄物の処理・処分は、問題が多く、喫
緊の課題として取り組む必要がある
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本日の内容

１．半導体産業とＴＳＭＣの基礎知識

２．有機フッ素化合物（PFAS）の基礎知識

３．熊本の地下水の基礎知識

４．熊本の地下水の現状と課題

PFAS、硝酸態窒素による汚染

５．ＴＳＭＣの工場用水と工場排水の現状

－熊本県の調査などから

６．ＴＳＭＣの熊本進出による地下水をめぐる課題

７．ＴＳＭＣの熊本進出に関わるその他の課題
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水俣病の経験・教訓とは

➢水俣病はチッソの工場排水による環境汚染から発生
した健康被害である

➢一度、環境汚染を引き起こすと取り返しがつかない
被害・事態に発展する

➢工場の操業実態を隠ぺいするチッソの企業体質が水
俣病を発生、拡大させた

➢利益を優先する企業は公害被害やその補償には消極
的になる

➢すべての利害関係者が関与しないと、問題解決に向
かうのは難しい
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水俣病の発生メカニズム
（食物連鎖と生物濃縮）

6



メチル水銀発生のメカニズム
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水俣病の発症段階（原田による）

Ⅰ．無機水銀の環境への放出（鉱山、工場排水
など）による環境汚染＊

Ⅱ．微生物などによる環境中での無機水銀の有
機化

Ⅲ．食物連鎖による有機水銀の濃縮、環境汚染

Ⅳ．食物摂取などによる人体への取り組み、人
体汚染

Ⅴ．高濃度曝露、蓄積による水俣病発症

（＊水俣の場合は、有機水銀）



原因究明の頃と現在とを比較すれば

水俣病のような環境経由の中毒は人類初の経験だが

➢水俣湾の魚による食中毒事件として取り扱えば、被害
の拡大は防げた ⇒予防原則

➢分析技術の未発達 ⇒還元気化原子吸光法、ＩＣＰ-
ＭＳ、ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ

➢診断法、疫学の未確立 ⇒典型症例（ハッターラッセ
ル症候群）に固執、いまだに水俣病の定義はあいまい

未だに、補償・救済制度としての水俣病でしかない

➢廃水処理技術、公害防止技術の未確立 ⇒環境関連
法制度の整備、水質汚濁防止法、排出規制の遵守

➢企業の体質 ⇒企業の社会的責任ＣＳＲ、環境に配慮
した事業活動、ＳＤＧｓ 9



ＴＳＭＣとは

•台湾積体電路製造股份有限公司（たいわんせきたいでん
ろせいぞうこふんゆうげんこうし
Taiwan Semiconductor Manufacturing Company, Ltd.
略称：台積電・TSMC ）

•世界最大の半導体受託製造企業（ファウンドリ）である。
1987年に設立された世界初の半導体専業ファウンドリで
あり、世界で最も時価総額の高い半導体企業の一つであ
る。台湾最大級の企業でもあり、新竹市の新竹サイエンス
パークに本社を置く

• 2022年現在、TSMCは全世界で6万人以上の従業員を擁
し、2021年の売上高は568億米ドル

•日本の最大の顧客はソニー
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ＪＡＳＭとは
Japan Advanced Semiconductor Manufacturing 

株式会社

• TSMCが過半数を出資する子会社で、ソニーセミコンダク
タソリューションズとデンソーが少数株主として参画してい
る。

• 2021年12月設立。本社は菊陽町原水、第一工場内。

•工場は熊本県上益城郡菊陽町に2022年4月より建設され、
2024年2月に開所。同年末までに、12/16nmFinFETプロセ
スと22/28nmプロセス技術により生産を開始する予定で、
月産能力は12インチウェハで55,000枚となる予定。

• ソニーの主力製品３Ｄセンサー用の半導体を生産する
• 2024年4月に、TSMCは第２工場も熊本に建設予定と公表

•熊本県は第３工場の誘致も目指しているが、無理？ 11



ＴＳＭＣだけでなく、熊本には多数の
半導体関連工場が進出してくる
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半導体製造メーカーの種類

• ＩＤＭ：企画、設計、製造、販売を自社ですべて行
う企業（インテル（米）、サムスン電子（韓）、キ
オクシア（日）、ルネサスエレクトロニクス（日）
等）

• ファブレス：自社工場を持たず、製造を他社に委託
している企業（クアルコム（米）、 Nvidia（米）
等）

• ファウンドリ：ウェハ製造に特化した企業（TSMC、
UMC（台）等）

• ＯＳＡＴ：組立、検査という後工程に特化した企業
（ASE（台）、アムコア（米）等）
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主要顧客と製品

• 2021年時点で、TSMC全体で年間1300万枚 (12インチ
換算)を超えるウェハ製造能力を持ち、2ミクロンか
ら5ナノメートルまでのプロセスノードを用いて顧客
向けにウェハを製造している。

• 2021年、TSMCは290の異なるプロセス技術を展開し、
500社を超える顧客に12,300以上の製品を製造した。

• 主な顧客は、アップル、インテル、クアルコム、AMD、
Nvidia等

•日本の最大の顧客はソニー
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半導体製造工程の概要
写真はTSMCのウェブサイトおよび半導体業界ドットコムの
ウェブサイトから
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シリコンウエハ加工のために、
種々の化学物質を使用

• 洗浄工程で大量の純水が必要
• リサイクルして、循環使用しているという説明も
ある

• 成膜工程、フォトリソグラフィ工程、エッチング
工程等では、反応性ガス、有機溶剤、化学物質を
使用

• フッ化水素、水酸化テトラメチルアンモニウム、
ＰＦＣ（パーフルオロカーボン類）、ＶＯＣなど

• 有機フッ素化合物、以前はＰＦＯＳが使用されて
いた

• クリーンルームで製造するために、清浄な空気が
必要
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前工程では、多種類の化学物質を使用、排
水に放流、回収、廃棄物として処理・処分

•洗浄工程等で大量の水が必要
• リサイクルして、85％程度循環使用している

•成膜工程、フォトリソグラフィ工程、エッチング工程等で、
反応性ガス、有機溶剤、多種類の化学物質を使用

• クリーンルームでの製造工程では、空気浄化が必要
• PRTR制度で、県内のソニー、東京エレクトロン、ルネ
サスで、排出・移動量を報告している物質は、

• 2-アミノエタノール、ペルオキソ二硫酸の水溶性塩、銅
水溶性塩、N-Nジメチルアセトアミド、フッ化水素及び
その水溶性塩、カテコール、メチルナフタレン
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半導体製造前工程で使用される
材料・化学物質

固体：シリコンウエハー、メタルプリカーサ、フォトマ
スク、

気体：アンモニアガス、シランガス（SiH4）、プロピレ
ン/アセチレンガス、フロン類（PFC/HFC）ガス、塩
素系ガス、臭化水素（HBr）、三フッ化窒素（NF3）、
フッ素混合ガス、硫化カルボニル（COS）、六フッ化
タングステン（WF6）

液体：イソプロピルアルコール、フォトレジスト、レジ
スト現像液。Low-k材料、High-k材料、CMPスラ
リー
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製品中のPFAS（有機フッ素化合物）

防水服 防汚性家具 こびりつかない
フライパン

化粧品

スマートフォン 耐油性食品包装 泡消火薬剤

PFASは
水、油、ほこりをはじ
く

PFASは
高温、強酸に耐える
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有機フッ素化合物の用途と環境汚染
• PFOS、PFOA等の有機フッ素化合物は、水や油をはじく、熱に強い、
薬品に強い、光を吸収しない等の特徴的な性質を持つため、撥水剤、
表面処理剤、界面活性剤、乳化剤、消火剤、コーティング材等に用
いられている

• 身近なものとしては、フライパンや鍋等のテフロン加工や、スキー
ウェアなどの撥水剤、ファーストフードの包装紙のコーティング剤とし
て使用している

• 井戸水、河川水や水道水の汚染では、沖縄県で、米軍基地での消
火器用泡消火薬剤としての使用が原因ではないかと疑われる汚染
問題がある

• 沖縄県は2013年から調査を実施、東京都は遅くとも2011年から調査
を実施している

• ２０２０年５月環境基準健康項目の要監視項目に設定、２０１９年か
ら、国が全国調査を実施、各地で環境汚染が判明
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PFAS（ピーファス）とは

PFOA パーフルオロオクタンカルボン酸 通称ピーフォア

炭
素

フッ
素

酸
素

水
素

硫
黄

PFASとは、パー（又はポリ）フルオロアルキル化合物といい、化学的に最も結合力の強い炭素—フッ素結合 を持つ人工的な化合物の総
称。4500種類以上存在する。
炭素数が8個以上の長い（長鎖）ものは分解しづらく・蓄積しやすい（難分解・高蓄積）と考えられ、最も多く使われてきた炭素鎖8個のPFOSと
PFOAとその関連物質は、すでに国際的に禁止された。それらの代替物は、PFHxS、PFHxAなどのより炭素鎖が6個以下（短鎖）のものであっ
たが、その後、それら代替物も難分解・高蓄積であり毒性があるものもあることが判明してきているが、現在でも使用されている。

PFOS パーフルオロオクタンスルホン酸 通称ピーフォス PFHxS パーフルオロヘキサンスルホン酸 通称ピーエフヘクスエス

PFHxA パーフルオロヘキサンカルボン酸 通称ピーエフヘクスエー

すでに禁止された長鎖PFAS 代替物として現在でも使用されている短鎖PFAS



PFAS（ピーファス）とは

PFOA パーフルオロオクタンカルボン酸 通称ピーフォア

炭
素

フッ
素

酸
素

水
素

硫
黄

PFASとは、パー（又はポリ）フルオロアルキル化合物といい、化学的に最も結合力の強い炭素—フッ素結合 を持つ人工的な化合物の総
称。OECDの定義では、1個以上のーCF３またはーCF２の構造をもつものを有機フッ素化合物という。1万種類以上あると言われている。
炭素数が8個以上の長い（長鎖）ものは分解しづらく・蓄積しやすい（難分解・高蓄積）と考えられ、最も多く使われてきた炭素鎖8個のPFOSと
PFOAとその関連物質は、すでに国際的に禁止された。それらの代替物は、PFHxS、PFHxAなどのより炭素鎖が6個以下（短鎖）のものであっ
たが、その後、それら代替物も難分解・高蓄積であり毒性があるものもあることが判明し、PFHxSは使用が禁止、PFHxAは検討中である。

PFOS パーフルオロオクタンスルホン酸 通称ピーフォス PFHxS パーフルオロヘキサンスルホン酸 通称ピーエフヘクスエス

PFHxA パーフルオロヘキサンカルボン酸 通称ピーエフヘクスエー

すでに禁止された長鎖PFAS 代替物として使用、最近禁止された短鎖PFAS



ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）の規制開始

• PFOSは2009年5月にPOPs条約の付属書Bに追加
• PFOAは2019年5月に同条約の付属書Aに追加
• PFHｘSは2022年6月に同条約の付属書Aに追加
• 国際条約で、難分解性物質として、製造、使用、輸出入を制限
する物質に指定された

• 日本では、PFOSは2010年4月から化審法で、第一種特定化学
物質に指定され、原則（用途の制限）製造、輸入が禁止されて
いる

• 2018年4月の化審法改正により、PFOSは日本国内での製造、
使用が禁止された

• PFOAは2021年10月から化審法で、製造、使用が禁止された
• ２０２０年春から水道水質基準、水質環境基準の監視物質に指
定された

• PFHｘＳは、2023年10月から化審法で製造、使用が規制された
• 長鎖（炭素数９以上）PFAS、PFHｘAを規制するか検討中
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ＰＦＯＳ（パーフルオロオクタン
スルフォン酸）とは

•２００９年段階では、化審法では、ＰＦＯＳの用途
は、航空機用の作動油、糸を紡ぐために使用する油
剤、金属の加工に使用するエッチング剤、消火器用
消火薬剤及び泡消火薬剤等とされていた。

•代替困難を理由に、圧電フィルタや特定の半導体製
造用のエッチング剤、半導体用のレジストの製造、
業務用写真フィルムの製造の３用途のみ、使用を認
めていた

•経産省の製造・輸入に関する調査によると、２００
５年のＰＦＯＳの生産量は１～１０トン未満/年であ
り、１業者で製造されていた

•ＰＦＯＳを含む泡消火剤の備蓄量は約２１,０００ト
ン（ＰＦＯＳ換算量は２００トン未満）である 28



ＰＦＯＡ（パーフルオロオクタン
酸）とは

•急性毒性としては、目、皮膚、気道への刺激性

•慢性毒性としては、肝臓や免疫系への影響がある

•昨年12月、IARC（国際がん研究機関）が、PFOAは
グループ１（ヒトに対して発がん性がある）に、
PFOSはグループ２B（ヒトに対して発がんの可能性
がある）に分類した

•生殖毒性や内分泌かく乱作用もある

•経産省の製造・輸入に関する調査によると、２００
１年と２００４年のＰＦＯＡの製造、輸入量は１０
～１００トン未満/年であり、フッ素樹脂製造の添加
剤、触媒として使用されていた

•ダイキンの工場排水による地下水汚染は継続中
29



有機フッ素化合物の人への有害影響（日本語訳）

確実性が高い

確実性が中程度

甲状腺疾
患

血中コレステロール値の上
昇（心疾患の原因に）

乳が
ん

肝疾患

腎臓がん

前立腺がん

妊娠しにくくなる

妊娠による
高血圧/子癇前症
（血圧を上げる）

炎症性大腸炎
（潰瘍性結腸炎）

精子数と運動能力の減
少

流産リスクの増加
（流産、死産など）

性的成熟の早期
化

肥
満

低出生体重

免疫力低下
（感染症にかかりやすくな

る）

乳腺発達の遅れ

胎児への
出生後の発達への影響

出典：欧州環境機関（EEA)資料より

大人への
有害影響



PFOSとPFOAの毒性
•急性毒性としては、目、皮膚、気道への刺激性

•慢性毒性としては、肝臓や免疫系への影響があると
されている

•炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎とも関連
する

•人に対する発がん性の可能性や生殖毒性のおそれあ
り

•２０２３年１２月、ＩＡＲＣ（国際がん研究機関）
が、PFOAはグループ１（ヒトに対して発がん性があ
る）に、PFOSはグループ２B（ヒトに対して発がん
の可能性がある）に分類

•水道水質基準（合計50ng/L）の評価では、ＴＤＩ
（耐容一日摂取量）は20ng/kg/日が用いられている

•生物学的半減期はPFOSが５.４年、PFOAが３.８年と
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年々リスク評価が厳しくなることに注目を

• 2018年EU等では、TWIはPFOS13ng/kg/週、PFOA6ng/kg/
週と提案されている

• 2016年アメリカEPAは、ファクトシートを更新し、水道
水質の健康勧告値を200ng/Lから、70ng/Lに引き下げた

• 2022年アメリカEPAは、PFOSを0.02ng/L、PFOAを
0.004ng/Lに低減するガイドライン（TDIは限りなくゼロ
に近い）を発表した

• 2024年4月現実的な規制値として、PFOS,PFOA 4ng/L
（定量下限、測定可能な値）を、法定強制力のある水
質基準値とし、規制強化した
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熊本地域の地下水の特徴

➢熊本県は水道水源の約８０％を地下水に依存してい
る

➢熊本地域（人口約100万人）の生活用水はほぼ１０
０％地下水である（全国でも珍しい）

➢「名水百選」、「平成の名水百選」(環境省)に8か所
選定され、豊かで美しい水資源を持つ

➢大きな地下水盆の存在、地下水盆に地下水を浸透・
貯留しやすい地層の存在（阿蘇山の噴火堆積物によ
る）

➢豊富な年間降水量

• 熊本約1990ｍｍ 阿蘇山3250ｍｍ

• 全国平均1720ｍｍ （1971-2000年平均値）
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地下水盆を共有する熊本地域
（熊本地域地下水総合保全管理計画

2008年9月制定 熊本県、14市町）
人口976,027人（H17年国勢調査）総面積1,041ｋ㎡
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水質汚染の観点から見た地質の特性

•阿蘇山噴火による火砕流堆積物は、風化粘土に乏
しく、浸透性の高い地質であり、有害物質を含む
あらゆる物質が侵入しやすい地質となっている

•農業、工業での水質汚染の可能性が高い

36



地下水の現状と取り巻く環境
地下水は長期的に減少傾向
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地下水涵養量の減少
今後、15年で6.2%減という予想がある
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地下水涵養計画の立案（２００８年）
地下水使用量の削減
水道使用量削減目標
342L→308L（▲34L、10％）→295L（福岡県、▲14％）
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めざす姿（目標達成時の水収支）
＊Ｈ３６年度は２０２４年度である
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熊本市の生活用水使用量の経年変化
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地下水の経年変化（熊本の環境令和３年度版）

地下水涵養の努力で、地下水位は回復傾向に

43



地下水汚染の顕在化

• トリクロロエチレン、ベンゼンなど揮発性有機化合
物－過去には、工場から排出されたVOCによる汚染
があったが、対策を取られている

• 砒素やフッ素－自然由来と考えられる地下水汚染

• 硝酸性窒素ー近年では、硝酸性窒素による汚染が見
つかっている。環境基準（10mg/L）を超える井戸が
熊本地域に存在している。都道府県別では第２位。
原因は、化学肥料の大量使用、家畜排せつ物、生活
排水の不適正処理などと考えられている
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熊本市における地下水の硝酸態窒
素濃度の現状（２０１８年度）
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硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素によ
る地下水汚染は継続
（熊本の環境令和４年度版）
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熊本市による２０２２（令和４）年度
ＰＦＡＳ調査結果（熊本市ホームページから）
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２か所の井戸から基準超検出
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熊本市の追加調査結果・井芹川も基準超
（２０２３．１１．２９発表分）
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熊本市の上水道の仕組み
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熊本市のＰＦＯＳ、ＰＦＯＡによ
る地下水汚染をどう考えるのか

• 地下水汚染は２か所、北区植木轟、中央区白川（九
品寺）の汚染は継続している

• 井芹川上流域で、環境基準超、地下水汚染と連動し
ている可能性あり

• 井戸は常時汲み上げているわけではないので、評価
は難しい

• 汚染源は今のところ不明、泡消火剤によるものか、
それ以外の汚染源があるのか

• 飲用を控えるだけでなく、汚染範囲の特定のための
周辺井戸の調査は必要

• 給水栓の調査では、改寄公園が比較的高濃度、植木
轟から１km程度しか離れていない
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熊本県が台湾のTSMCの操業実態
を調査、結果を公表
（熊本県ホームページで公表）
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台湾の行政当局から資料提供収集
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中部サイエンスパークの調査結果
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ＴＳＭＣの地下水くみ上げをどう評価
するのか
➢計画では、日量８５００トン汲み上げ（当初１万２千ト
ン）リサイクル率８０％程度

➢生活用水を１日一人２２０Lなので、約３.９万人分に相当
する－小都市の出現（菊陽町４.４万人、合志市６.４万
人）

➢年間だと約３１０万トンは熊本地域の工場の地下水揚水量
２４６３万トン（２０２１年度）の約１３％に相当する

➢不安解消のため？地下水位をリアルタイム表示を開始

➢https://www.pref.kumamoto.jp/site/mizunokuni-
kumamoto/222388.html

➢地下水涵養には農家の協力が必要で、冬場に水田湛水で対
応するには、１か月で、約１００ha程度必要

66
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白川中流域での水循環型営農推進活動

• 白川については、
中流域で水田に引
かれ、稲作用水と
して使用、年間約
21000万㎥の地下水
を涵養している

• 加えて、作付け前
後の水田（転作
田）に湛水して、
地下水涵養に努め
ている
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白川中流域で水田湛水事業の現状から、
大規模な涵養は無理ではないか

➢５～１０月、作付け前後の転作田に湛水し、地下水
を涵養する事業が展開されている

➢協力農家が減少しているのが、現状

• ２０１１年度では５４９人、１,８８８万トン涵養

• ２０２３年度は２８３人、１,５７９万トンに減少

➢当初、ＴＳＭＣは大津町の農家１２人、７haに協力
依頼し、１１月から３か月湛水し、１００万トン涵
養を計画、年間３１０万トン使用に対して、１／３
しか確保できず（今後計画変更か）

➢関連工場用地確保のため、農地転用、確保が難しい

➢原則的に、ウォーターポジティブを目指すべき
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ＴＳＭＣの工場排水はどう処理さ
れるのか
➢現在の公表されている計画では、熊本北部流域下水道
に放流、北部浄化センターで処理して、堀川経由で、
坪井川に放流、有明海に流れていく

➢故意（または過失）に地下に浸透させない限り、地下
水汚染は起きない

➢北部浄化センターは、古い流域下水道で、処理能力に
は余裕はあるが、計画人口に達している

• 有機物の多い生活排水が主流で、富栄養化対策を実施

➢TSMCの第一工場以降の工場排水は熊本県が菊陽町に工
場団地用の下水処理場を計画して対応することだが、
建設には時間かかり、間に合うのか疑問
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熊本北部流域下水道と熊本北部浄化
センター

70





ＴＳＭＣの北部浄化センターへ
の放流をどう考えるのか

➢生活排水（有機物が豊富）を処理するための下水処理
（活性汚泥法）では、工場排水（重金属等無機物が
主）は原理的に処理できない

➢極論すれば、希釈して放流するだけ、工場排水の受け
入れに関しては受け入れ基準（排水基準程度）以下を
条件に、受け入れ

➢ＴＳＭＣの工場排水は工場内できちんと処理したうえ
で、下水道に放流するのが原則となる

➢どのような有害物質が含まれているのか、情報公開が
必要、熊本県のモニタリング計画は茶番である

➢それ以降の工場排水については、熊本北部流域下水道
には放流できない
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熊本県・合志市、菊陽町の排水対策に
おける基本協定の締結
（2023年11月20日熊本県ホームページより）

• 11月20日（月曜日）、「半導体関連産業の集積に伴う
排水対策における基本協定締結式」に蒲島知事が出席
しました。

• 今回の基本協定締結により、合志市及び菊陽町と連
携・協力のもと、熊本県が事業主体となってセミコン
テクノーパーク周辺の排水対策に取り組みます。

• 知事は、「工場排水への対応など受け入れ環境の整
備は喫緊の課題。互いに連携・協力し、時間的緊迫性
をもって、企業の受け入れ環境の整備に向けて取り組
み、新生シリコンアイランド九州の実現を目指す」と
述べました。

• 第二工場等の建設時期と下水処理場建設が間に合うの
かは不明 73



昨年４月、専門家の意見をもとに、熊本県
がモニタリング計画を公表
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ＴＳＭＣに求めることは徹底した情報
公開とリスクコミュニケーション
➢熊本県が計画している１万物質のモニタリング調査はナ
ンセンス

➢どのような化学物質を使用しているのか、情報公開を求
めるべきである

➢ＰＦＡＳだけで約１万種類あるとされ、どういう物質が
使用されているかが分かって、初めて、モニタリングが
できる

➢ＰＦＡＳは、毒性評価が見直され、年々、水質基準が厳
しくなったことを教訓とすべき

➢日本の水質基準暫定目標は２種合計で５０ng/Lだが、本
年４月、米国ＥＰＡは４ng/Lという強制力のある水質基
準を設定した

➢今後、毒性評価が厳しくなる化学物質は多数出てくる可
能性あり
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ＴＳＭＣの進出による環境負荷の
増大について
➢TSMCの進出に伴って、地下水のくみ上げ、工場排
水による水質汚染に注目が集まっている

➢工場から排出される産業廃棄物の処理にも注目す
る必要がある

➢多くの有機溶剤等有害物は廃棄物として回収し、
処理・処分されるはず

➢熊本県下での産業廃棄物の処理能力は不十分であ
る半数の廃棄物は県外で処理されている

➢御船町上野の上益城地域エネルギー回収施設の建
設、山都町最終処分場計画とリンクしていること
は確実である
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山都町の産業廃棄物管理型最終処分場
計画について

• ２０２２年８月星山商店が産廃管理型最終処分場の建設
計画につぃて、熊本県の環境影響評価（配慮書作成）手
続きを開始

• ９月パブコメの募集、中地に連絡があり、学習会で講演
•山都町住民、宮崎県側（排水は五ヶ瀬川に流入するた
め）でも反対意見が多数出される

• １０月業者が一旦計画を撤回、手続きを中断した
•業者は、計画を練り直して、建設計画を進める姿勢なの
で、要注意、長い戦いになるかも
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上益城広域連合の一般廃棄物
焼却炉新設計画について

•経過 益城クリーンセンター（益城・嘉島町・西原村）、御船
甲佐クリーンセンター（御船町・甲佐町）、小峰クリーンセン
ター（山都町）が30年（1990、94年から）程度稼働・老朽化
のため、立替の必要性あり

• 2015年熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会結
成

• 2018年焼却炉用地、御船町上野に決定、西原村離脱

• 2020年上益城広域連合で、一廃焼却炉建設（し尿処理施
設、最終処分場も）を計画

• 2022年民間事業者による産廃焼却炉建設計画に変更
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事業者提案の建設計画について
（現在、環境影響評価手続き中）

➢事業者：有価物回収協業組合 石坂グループ（熊本市委
託業者）/大栄環境株式会社（関西最大の産廃処理業者）

➢施設の概要：

①リサイクル施設（選別破砕施設）９００トン/日

上益城５町の不燃物排出量は１５トン/日

②エネルギー回収施設（焼却施設）４００トン/日

上益城５町の一廃排出量は８０トン/日程度

焼却灰等は外部で最終処分

③堆肥化施設 ６０トン/日

④メタン発酵施設 ３０トン/日
79



本日のまとめ
➢ＴＳＭＣの熊本進出がきっかけで、熊本地域に、半導
体関連産業が集中することは確実である

➢工場用水の確保のために、地下水くみ上げ量は増加す
るので、地下水涵養量確保の取り組みは必須

➢工場排水について、下水道に放流されるため、地下水
汚染の可能性は低いが、きちんと処理させる必要性が
ある

➢産業廃棄物の処理・処分のために、地域に悪影響を起
こさないように、環境保全協定に反映させるべき

➢使用する化学物質の情報公開、市民とのリスクコミュ
ニケーションを求めていくべきである

➢水俣病の経験・教訓をＴＳＭＣの操業監視に活かすべ
きである 80
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